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　特 許 情 報 を調査 ・整 理 ・分析 して 視覚化 ・ビ ジュア ル 化 した もの がパ テ ン トマ ソプ で あ り，R ＆D 戦略立 案や特許 出願 戦略 の 策定 に欠 か

せ ない ツ ール で あ る。数 多 く の 統 計解 析型 パ テ ン トマ ソ プ作 成 ソ フ トや テ キ ス トマ イ ニ ン グ に よ る ビ ジュアル 化 ソ フ トが 販 売 され て い る

が，パ ソ コ ン に 通常イ ン ス トール されて い る Excel を用い て もパ テ ン トマ ッ プ を作成す る こ とが 可 能で ある 。 本 稿で は Excel に搭載 され て

い る ピ ボ ッ トテ
ー

ブル と い うク ロ ス 集 計 機能 の 概 要，パ テ ン トマ ソ プ の 中で も 作成 が 難 し い バ ブ ル チ ャ
ー

トの 作成方 法，そ し て パ テ ン ト

マ ッ プの ビ ジュア ル 表 現 につ い て 述べ る、

キーワ ード ： MS 　Excel ，ピボ ッ トテ
ーブ ル ，パ テ ン トマ ッ プ，特許分析，統計解析，バ ブ ル チ ャ

ート、ビ ジ ュ ア ル 表 現

1．は じめ に

　 パ テ ン トマ ッ プ （特 許 マ ッ プ ）の 定義に は，「特 許情報 を

整理 ・分析 ・加 工 し て 図面，グラ フ，表などで表 し た もの

が 「特許 マ ッ プ」 で あ る」 （特許庁
・
技術分野別特許マ ッ プ

1｝）や 「技 術マ ッ プ と は ， 企業 が 研 究開 発 の 対 象 とす る技

術分野 に っ い て の 全体的な見取 り図の こ とで す。（中略）そ

の よ うな整 理 を，特 に特許 とい う観点か らま と め た もの が

特 許マ ッ プで す 」（知 財 マ ネジメ ン ト入 門
2）），「パ テ ン トマ ッ

プ とは，市場の 特許 取得状況 を分 か りやす くデ
ー

タベ ー
ス

化 した もの で あ る」 （知 的財産管理 実務 ハ ン ドブ ッ ク 3）） な

ど様 々 な もの が 存在す るが，筆 者 は 「特 許情報 を調査 ・整

理 ・分析 し て 視覚化 ・ビ ジ ュ ア ル 化 し た もの 」 と定義 し て

い る。

　そ もそ もパ テ ン トマ ッ プ 自体 は 目的 で は な く，何 ら か の

目的を達成す る ため の 手 段で ある。パ テ ン トマ ソ プ を作成

すれ ば何 か が 見 え る の で は な く，何か を 見 出す た め に 作成

す る。明確 な 目的意識 を持 っ た 上 で パ テ ン トマ ッ プ を作 成

し，そ の パ テ ン トマ ッ プ か ら有用 な メ ッ セ
ージ （自社 の

R ＆D の 方向性，競合他社 へ の 対 抗策立 案 な ど）を導 き出

す ，こ こ が 非 常 に重 要で あ る。

　後述す る よ うに市販 の パ テ ン トマ ッ プ 作成 ソ フ トが普 及

し，無料 ・商用特許検索データ ベ ー
ス に もパ テ ン トマ ッ プ

作成 機 能 が 搭 載 され る よ うに な り，明確 な 目的 の 有 無 に か

か わ らず，ボ タ ン を押 せ ば誰で も手 軽 に パ テ ン トマ ッ プ が

作成 で き る よ うに なっ た。し か し，多種多様 な マ ッ プ 作成

ソ フ トが販売 され て い る現状 は，ユ
ーザ ーの ニ

ーズ に 合致

した 決 定的な ツール が存在 して い な い ，つ ま り，真 に ニ ー

ズ を満足 す る有用な メ ッ セ
ージ を引き出すために は，若干

の 手間 を か けて パ テ ン トマ ッ プ を 作成す る 必 要が あ る こ と
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を 示 唆 し て い る もの と考 え る。

　 こ の よ うな認識 の もと，本稿 で は汎用 ソ フ ト Microsoft
Excel （以下 Excel） を使 っ た パ テ ン トマ ッ プ 作成方 法 に つ

い て解説す る。皆様が普段利用され て い るパ ソ コ ン に イ ン

ス トール され て い る Exce1で もパ テ ン トマ ッ プ を簡単か っ

容易 に 作成 が 可 能 で あ る こ とを 理解して い た だ く こ とが 本

稿 の 目的で あ る。

2，パ テ ン トマ ッ プの 基礎事項

ル デ イ ン グ

Tel．03−6203−9265 （原 稿受領 　　2010 ．5．23 ）

2．1 パ テ ン トマ ッ プの 種類 と作成 ソ フ ト

　 本稿 で は Excel に よ る パ テ ン トマ ッ プ 作成 に 紙面 を割 く

た め，パ テ ン トマ ッ プ の 基礎 事 項 に つ い て は 必 要 最低 限 の

み 触れ る。パ テ ン トマ ッ プ の 概 要 等 につ い て 知 りた い 方 は，

参考文 献 に 挙げ た 書籍
4）
’6）や本誌 の 過 去 の 論考

7）
’9）を参照 さ

れ た い 。

　 Exce1 に よ るパ テ ン トマ ッ プ 作成方法 に つ い て 説明す る

前 に ，パ テ ン トマ ッ プ の 種類 に つ い て 概観す る。パ テ ン ト

マ ッ プ は 統計 解 析 型 マ ッ プ と内容解析型 マ ッ プ の 2 種類 に

大別 され る。

　棒 グ ラ フ，円 グ ラ フ，バ ブル チ ャ
ートな ど で 数 量 的な 側

面 か ら特 許 出願 動 向 を 把 握 す る の が 統 計 解 析 型 パ テ ン ト

マ ッ プ で あ る。統計解析型 に も特許 公 報 を 読ま ず に 作成す

る 場合 （出願 人 の 出願件数 動 向の 把握や ，特 許分 類 （IPC

や FI，　 F ターム な ど）や キーワードを利 用 し分 析 項 目 へ 展

開） と ， 特許 公 報を読み 込 ん で 1件 1 件独 自分析項 目へ 展

開 し て 作成す る場合 の 2 種類 あ る。

　一方，内容解析型 マ ッ プ は，1 件 1 件特 許 公 報の 内容 を

精査 し て質的側面 か ら技術開発 の 方向性，権利範囲の 穴 な

どを探索す る マ ッ プ で あ り，例 と し て は 技術発展マ ッ プ や

構成部位 マ ッ プ な ど が あ る 。 最近 で は，テ キ ス トマ イ ニ ン

グ技術を利用 して 公報読 み 込 み 作業を省力化 し たマ ッ プ 作

成 ソ フ トも普及 して い る。

　市販 されて い る統計解析型パ テ ン トマ ッ プ 作成 ソ フ トと

して 代表的な もの と し て は，イ ン パ テ ッ ク の バ テ ン トマ ッ

プ EXZlo），
レ イ テ ソ ク の PAT −LISTII）， 廉価な も の と して
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は DJ−SOFT の PatentGridi2）な どが あ る。

　内容解析型 マ ッ プ 作成 ソ フ トと し て は，野 村総合研究所

の TRUE 　TELLER パ テ ン トポートフ ォ リオ 13），トム ソ ン ・

ロ イ ターの Aurekai4），創知 の Xlus （カ イ ラ ス ）
15＞な どが あ

る。

　本稿 で 紹介す る Excel は ，技術発展 マ ッ プ や構成部位

マ ッ プ 等の 内容解析型 マ ッ プ 作成 に も利用 で き る が，本 稿

で は統計解析型 パ テ ン トマ ッ プ 作成 ソ フ トと し て 位置づ け

られ る。

2．2　特許分析の 流れ

　図 1 に 特許分析 の 流れ を 示 す。左 側 の フ ロ
ーが 特 許公 報

を読 ん で 独 自の 分 析 項 目 へ 展 開 す る場 合，右 側 の フ ロ ーが

特許 公 報を読 ま ず に 特許 分類や キーワードをべ 一ス に 分析

項 口へ展 開す る 場合 で あ る。

図 1 特許分析 の 流れ （左 ：特 許公報 を読む場 合，右 ：特許公 報

　 　 を 読ま ない 場 合）

　特 許 公 報 を読 ま な い 場 合 は，調 査 対 象母 集団 が そ の ま ま

分析対象母集団 とな るた め，検索式 の 作成が重要 で あ る。
一

方 ，特許公 報 を読 む 場合 は ノ イ ズ お よび 分析項 目の 定義

を 明確 に して お く必 要が あ る。い ずれ の プ ロ セ ス に お い て

も最終的 に 得 られた分析項 目別に 特許を層別 化 した 図 2 の

よ うな 特許 リス トを 基に Excel で パ テ ン トマ ッ プ を作成す

る。

3．Excelに よるパ テン トマ ッ プの 作成

3．1　特許分析の 見方 と視点

　分析 項 目別 に 層別 化 され た 特 許 リス トを基 に Excelを用

い てパ テ ン トマ ッ プ作成す る の で ある が，何も考えず に パ

テ ン トマ ッ プ を作成 して も有用な メ ッ セ
ージ は 得 られな

い 。有用 な パ テ ン トマ ッ プ を作 成 す る た め に は，表 1 に 示

し た特許分析 の 見方と視点を踏まえ る必要 が あ る。なお，

こ の 見方 と視点 は Excel，市販 の 作成 ソ フ ト，い ずれ を用

い た 場 合 に も適 用 可 能な考 え 方で あ る。

表 1　 特許 分析 の 見 方 と視点

噸 愈
・　　 マ ク ロ 的見 方 全体 の 把 握

響 爨 難 ミク 。 的 貼 細部 の 把握

1　 量 的視点 数 の 把握

繍 黐 纏 驢
灘比 率的視 点 シ ェ ア （割 合）の 把握

騨 癰 瞬 鑞 毒

離繍 騨 時 間的 視 点

羹覊無 纖 韓 …

時 系列推 移の 把握

比 較 的視 点 項 目間の 違い の 把 握

　例 を 用 い て 特 許 分 析 の 見 方 と視 点 を 説 明 す る 。
A 社 の 技

術 B に つ い て 調 べ た い と仮定す る。い き な り 技術 B だ け に

つ い て 特 定 す る の で は な く （マ ク ロ 的見方 ），A 社 全 体 の 出

願 件数 は どの く らい なの か （量 的視点 ）， ま た A 社全 体 に

占め る 技術 B の 割合 は どの く らい な の か （比 率的視点），

技 術 B の 出 願 件 数 は 伸 び て い る の か （時 間的 視点 ），そ し

て 技術 B に注力 し て い る 自社 と比 べ る と優位 に 立 っ て い る

の は ど ち らか （比 較的視点）の よ うに ，全 体 か ら細部 へ 分

析 を進 め ， 量 だ け で は な く比 率や推移，比 較 を 通 じて ，多

面的 に A 社 の 技術 B の 動向を 把握す る こ とで，よ り詳 細 な

分析結果を得 るこ とが 可能 となる。

　 こ の 2 つ の 見 方 と 4 つ の 視 点 は そ れ ぞ れ 独 立 して い る も

の で は な く，複数 の 見方 ・視点を組 み 合わせ て 分析 を進 め

る こ とが 必 要 で あ る。例 え ば A 社 と 自社 の 件数 の 比 較をす

る （マ ク ロ ：量的視点，比 較的視点），A 社と 自社 の 全 体件

数 に 占め る技術 B の 割合が どの ように 推移 して い るか 見 て

み る （マ ク ロ ：比 率的視点，時間的視点，比 較的視点），技

術 B を さ らに細 か な分析 項 目に 展 開 し て A 社 と 自社の 技術

開発力を 比 較す る （ミ ク ロ ： 量 的視点，比 較 的視 点 ） の よ

うに様 々 な 組 み 合 わせ 方 が 可 能で ある。

鰍　　　　鮮 辭 暁
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特 闇ユ叩中137田2o ハィブ．ルド4 両の制凋 裟置齢よ
び その方ま
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図 2　特 許 リ ス トの 例

3．2　Excel グラ フ の 種類 とパ テ ン トマ ッ プ

　特 許 分 析 の フ レ ーム ワ
ーク （見 方 ・視 点 ） を理 解 して い

た だ い た と こ ろ で ，統計解析型 パ テ ン トマ ッ プ の 種 類 につ

い て 見 て い く。表 2 に Excel グ ラ フ の 種類 とパ テ ン トマ ッ

プ を 示 す （グ ラ フ 種 類 に 掲 載 し て い る イ メ
ージ は

Excel2003 ）。

　Excel グ ラ フ の 種類 に 対応す るマ ッ プ名，　 x 軸 ・
y 軸項 目

の 例，そ して 主 な 視点 （量，比 率，時間，比 較） に つ い て

ま と め て い る 。 表 2 に掲載 した Exce1グ ラフ で ほ とん どの

統計解析型パ テ ン トマ ッ プ は 作 成す る こ とが で き る。使 用

す る Exce1グ ラ フ の 種類 と し て は 縦棒グ ラ フ，横捧グ ラ フ ，
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表 2　Excelグ ラ フ の 種類 とパ テ ン トマ ソ プ

變 鬱鞆 ．．巓 ・　　　壽 鼕巍 嬲 攤 　　　　　塗　
壽

注 難 韈 i

■ 件数推移 マ ッ プ （縦 俸 グラ フ ）

【x 軸 】出願 日，公 開 日，登 録 日 時間

【y 軸】出願件数，公 開件数，登 録件数，審査 〔量 ・時間）

請 求 数 ，請 求 項 数

■ 構成比 マ
ッ プ・シ ェ ア マ ッ プ （縦棒グラ フ）

【x 軸 】出願 人

【y 軸 】分析項 目別件数，審査 請求 数，請 求項 比 率 ・比 較

数
■ 構成 比 推移 マ ッ プ ・

シ ェ ア 推移 マ ッ プ （縦

棒 グ ラフ ） 比 率
・時間

【x 軸1 出願 日，公 開 目，登 録 目

【y 軸】分析項 目別件 数また は出願 人

■ 件数推移 マ
ッ プ 〔3D 縦棒グラ フ ）

【x 軸 】出 願 日，公 開 日，登 録 日

【y 軸 】出願人 時 間 ・比 較

【z 軸 】 1唱願件 数，公 開件数，登録 件数，審査

請 求数，請 求項数

■ マ トリッ クス マ ッ プ （3D 縦棒 グラ フ）

【x 軸】分析項 目 （技術 的観 点） 量
・比 較

【y 軸】分析項 目 （目的観 点）　また は 出願 人

【z 軸 】分 析項 目別 件数

■ ラ ン キ ン グ マ ッ プ ・
件 数分布 マ ッ プ （横 棒

…

萼
グラ フ ）

【x 軸】出願件数，公 開件数，登 録件 数，審査
囁
請 求数，請求 項 数

量

【y 軸】出願 人，発 明者，分析項 目 （伎術 的観

点 ，目的観点 ）

ノ餐 ン

■ 件数推移マ ヅ プ （折れ線グラ フ ）
【x 軸 】出願 日，公 開 日，登 録 日

【y 軸 】出願件 数、公 開 件数，登 録 件 数，審査

時間 （・比 較）

（量 ・時間 ）

請求数，請求項数

 
■ 構成 比 マ ッ プ・シ ェア マ ッ プ （円グラフ 1
分 析 項 目別 件 数 ま た は 出 願 人

比率

擁
ノ ■ ボ ー

トフ ォ リオ マ ッ プ （散布 図）

【x 軸 】出願 人数 （＝参入企 業数 ）

【y 軸 】出願件 数

比 較 い 相関）

广“、

☆
■ レ

ー
ダ
ー

チ ャ
ー

トマ ッ プ （レ
ー

ダ
ー

チ ャ
ー

ト）
分析 項 口別件 数ま た は 出願 人

量 ・比較

晶
■ マ ト リッ ク ス マ ッ プ （バ ブ ル チ ャ

ート）

【x 軸 】分析項 目 （技術的観 点）

【y 軸 】分析項 目 （目的観 点）ま たは出願 人

【z 軸 】分析 項 目別 件数

量
・比 較

円グラ フ ，折れ線 グ ラフ ，散布図，レ ーダーチ ャ
ート，

バ

ブ ル チ ャ
ートの 7 種類 で あ る 。 1 っ の グラ フ で も異な っ た

視点 で 分 析 す る こ と で 違 う種類 の パ テ ン トマ ッ プ と な る

（例えば，3D 縦棒 グ ラ フ は 時間的視点
・比 較 的 視 点 で 使 え

ば 件数推移 マ ッ プ に な る が，量 的視点 ・比 較的視点 で使 う

とマ トリ ッ クス マ ッ プ に な る）。

　Exce1 に 限 らず統計解析 型 パ テ ン トマ ッ プ を作成す る際

は，表 1 ・表 2 で フ レ ーム ワ
ー

ク （見 方 ・視点 ・グラ フ 種

類） を確認 す る こ とをお薦 め した い 。慣れ て くれ ば 自然 に

フ レ
ー

ム ワ
ーク に沿 っ て パ テ ン トマ ッ プが作成 で きる よ う

に な る。

3．3　パ テ ン トマ ッ プ作 成 に 必 要 な Excel の 機能 ・関数

　Excel で パ テ ン トマ ッ プを作成す る 際 に ，筆者が よ く利

用す る 機能 ・関数 に つ い て 表 3 に ま とめ た。

表 3　パ テ ン トマ ッ プ 作成 に 必要 な Excel の 機能 ・関数

振 i轡　　　脈、
1 嚇

畷　 艤 麹　 〜 
舞

．　 翼響難 欝
灘

艘　　輙
文 字操作 置換 ： ［編集］→［置 換］

デー
タ操 作 区 切 り位 置 ： ［デ

ー
タ］→ ［区切 り位置 ］

文宇列操 作関数 LEFT ，　 FIND

日付1時刻関数 YEAR

統 計関数 COUNTA

数 学〆三角 関数 COUNTIF ，　 SUBTOTA 上

検 索1行 列 関数 HYPERLINK

抽 出 フ ィ ル タ ： ［デ
ー

タ ］→ ［フ ィル タ ］

並 べ 替 え 並 べ 替 え ；匚デ
ー

タ ］→匚並べ 替 え］

集 計 集計 ； ［デー
タ ］→ ［集 計］

分析
ピ ボ ッ トテ ーブ ル ： ［データ ］→ ［ピ ボ ッ ト

テ
ーブル とピ ボ ッ トグラ フ 　 レ ボート］

　 2．2 で 述 べ た 特 許 分 析 の 流れ に お い て，特許 公 報を読ま

ず に 特許分類 ・キー
ワ
ー

ドを基 に 分析項 目へ展開す る 場合，

抽出機能 の
“
フ ィ ル タ

”
や 文 字 列

．
操作関数 の

“FIND ”

を

用 い て，各特 許 に 特定特 許 分類 ・キーワ
ー

ドが含まれて い

ない か を確認 して フ ラ グを立 て て い く。ま た検索／行 列 関数

で ある
“
HYPERLINK

”
を用 い れ ば，　 PDF 公 報 へ の ハ イ

パ ーリン ク を 張 る こ とが で き る．

　本稿 で は 表 3 に 挙げた機能 の 中で も特 に パ テ ン トマ ッ プ

作成 の 肝 と なる 機能
‘C
ピ ボ ッ トテ

ーブ ル
”

に 焦 点 を 当 て て

解 説 す る。

3．4 　ピボ ッ トテ
ーブ ル とは

　 ピ ボ ッ トテ
ー

ブル とは ，Excel が 搭 載 し て い る ク ロ ス 集

計 機 能 で あ る。分 析 項 目別 に 層別 化 し た 特許 リス トは ，1

行 ご と に 特許 1件 の 出願年 ，分 析 項 目，出願 人，発 明 の 名

称 とい っ た 特 許 情 報 が 掲 載 され て い る。こ の リス トか らで

は 特定 の 出願 人 が ， あ る 出願 年 に 何件出願 し て い る か カ ウ

ン トす る こ とは で き な い 。ピ ボ ッ トテーブ ル とは 複 数 の 項

目 （出願年，分析項 目，出願 人 な ど） か ら任意 に 選 ん だ項

目の 交 点 を集計す る た め の 機能 で ある 。

3．5　ピボ ッ トテ
ーブル に よ るパ テ ン トマ ッ プ作成の 流れ

　 ピ ボ ッ トテ ーブル に よ るパ テ ン トマ ッ プ 作成 の 流れを図

3 に ま とめ た （紙面 の 都合上 Excel2003 の み を掲載 して い

る）。分析項 目別 に 層別化 した 特許 リス トに ピ ボ ッ トテ
ー

ブ

ル を使 用 す る こ とで，例 えば，行 に 出願年，列 に 出願人 の

マ トリッ クス 形式に 変換 し，こ の デ ータ を 基 に グ ラ フ を 作

成す る。

　 そ れ で は 実際に ピボ ッ トテ
ーブル の 操作方 法 につ い て 見

て い く。図 4 に ピ ボ ッ トテーブル の 起動 に つ い て 示 す。

Exce12003で は，メ ニ ュ
ー

の ［デ
ー

タ ］
一・Eピボ ッ トテ

ーブ

ル と ピ ボ ッ トグ ラ フ レ ポート］ を選 択 す る と ， 図 5 に 示

し た よ うな ピ ボ ッ トテ
ーブ ル ／ピ ボ ッ トグ ラ フ ウ ィ ザ

ー
ド
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↓

出廉年

図 A社 と3社 の 公 朋 件 数 推 移

祀
　

　

鋤
　

　

知

　

　

　

　

　

鬘匪

1卩
　

↓

分析項目 別に層別化 し

た特許リス

〔番 号 デ
ー

タ．日付 デ

ー
タ．出願人 デ

ー
タな

ど）

出願人別 の 出願年ごと

の 公 開 件 数推 移 を表

形式で整理

騫羅 聾 繍 鬻
　 　 　 　 　 　 　 ↓
囃

孅疆驪
鰥

　 　 　 　 　 　 　↓

羈 鬻 鬱騰 舞騨 鸛鶸 軈驪 黙 肇韈

懸
難

蟄
5図

黥 齢灘藹鰍 熱
饌

ウィザード（1rs＞

分析 するデ ータの

ある場所

作成するレ ポート

の種類

ウ ィ ザ
ー

ド（2’3）

使用するデ
ー

タの

範囲

ウィザード（313 ＞

ピボ ッ トテ
ーブル レ

ポ
ー

トの作 成 先

　 　 　 表からグラフウイザード

膿 1 醜罵努． ｝

　1晒　　　1脚5　　／圏霹　　1臼叩　　　19蛆　　　1田9　　湘DO　　2卿1　　20隍　　　Mes 　　鮒鵬
　　　　　　　出願年
図 3　 ピボ ッ トテ ーブ ル に よる パ テ ン トマ

ッ プ 作成の 流れ

ピカ ッ トテ
ーブル ウ ィザ

ー
ド （Excel2003）

ペ ージフイ
ー

ル ド 列フ イ
ー

ル ド

驪 黷
轗 幾 、

纛 灣驪 鞭 撃 硬
．
藩 轡 渾聯 轡 糶 購 購響饗 醗靆 購舞轡饗 警脚 騨 騨 瀰

灘 鬻 囃驚驪獅 干辱 灘

図 4 　ピボ ッ トテ ーブル の 起 動 （Excel2003 ）

が 立 ち上 が る。ウ ィ ザード （1／3）で は分析 す る データ の あ

る場所，作成す る レ ポー
トの 種類 を指定す る。ウィ ザ

ー
ド

（2／3） で は 使用 す るデータ の 範囲，つ ま り分析対象範囲を

指定す る。最後 の ウ ィ ザード （3！3）で は ピ ボ ッ トテーブル

レ ポートの 作成先を指定す る。Exce12007 で は ［挿入 ］ タ

ブの ［ピ ボ ッ トテーブ ル の 挿入 ］を 実 行 す る と，［ピボ ッ ト

テ
ーブ ル の 作成］ダイ ア ロ グが 立 ち上 が る．

　分析 す るデ ータ範 囲が 自動的 に 選 択 され る た め，ウ ィ

ザード （113）か ら （313） ま で，［ピ ボ ッ トテーブ ル の 作成］

ダ イ ア ロ グ は 何 も 変更せ ず に ，次ヘボ タ ン で 進 ん で い く と，

図 6 の よ うな ピ ボ ッ トテ ーブル レ ポートの 新規 シ
ートが 表

示 され る （Excel2007 で は 多少 レ イ ア ウ トが 異 な る ）。新規

シ
ートはペ ージ フ ィ

ー
ル ド，行 フ ィ

ー
ル ド，列 フ ィ

ー
ル ド，

データエ リア ，フ ィ
ール ドリス トの 5 つ か ら構 成 され て い

るu ピ ボ ッ トテーブル の 基本操作と して は，こ の 画面上 で

フ ィ
ー

ル ドリス トか ら分析 し たい 項 囲 をペ ージ フ ィ
ー

ル

ド，行 フ ィ
ー

ル ド，列 フ ィ
ー

ル ド，データ エ リア の 各 フ ィ
ー

図 6 ピ ボ ッ トテ
ー

ブ ル レ ポ
ー

トの 新 規 シ ートと各 部 の 名 称

　 　 （Excel2003 ）

ル ド ・エ リア ヘ ドラッ グ す るだ けで ある。

　図 7 に Excel2003 にお け る実際 の 使 用 例 を示 した 。 まず

出願年をフ ィ
ー

ル ドリス トか ら列 フ ィ
ー

ル ドヘ ドラ ッ グす

る と，列 フ ィ
ール ドが 出願年 とな る。次 に 出願人 を フ ィ

ー

ル ドリス トか ら行 フ ィ
ール ドヘ ドラ ッ グす る と ， 行 フ ィ

ー

ル ドが 出願人 となる。最後 に 公 開番号をデ
ー

タエ リア ヘド

ラ ッ グす る と，各出願人の 出願年 ご との 件数 が 表示 され る。

　 ピ ボ ッ トテーブル の 操作は フ ィ
ー

ル ドリス トか ら項 目を

ドラ ッ グ す る だ けで あ る。ま た 列 フ ィ
ー

ル ドか ら出願 年 を

削 除 した い 場 合 は，列 フ ィ
ール ドの

“
出願年

”
ボ タ ン を表

の 外ヘドラ ッ グす る （また は フ ィ
ー

ル ドリス トに ドラ ッ グ

して 戻す）と，簡単に 削除す る こ とが で き る。す る とピ ボ ッ

トテーブル で は行 フ ィ
ール ドに 出願 人，列 フ ィ

ー
ル ドが ブ

ラ ン ク なの で ，出願人別 の 件数 が表 示 され る。なお ，ピ ボ ッ

トテーブル 上 で 項 目を フ ィ
ー

ル ドに 追加 ・削除 し て も元 の

デ
ー

タ に は 全 く影響 を及 ぼさな い の で ，ドラ ッ グす る 項 目

を 間違 え た 場合 は 項目を 削除 して も問題ない 。

　 こ れ で ピボ ッ トテ
ーブル の 基本操作 は 終了 で あ る。ご 覧

い た だ い た とお り，ピ ボ ッ トテ
ーブル の 操作方 法 は 極 め て

簡単で あ る。フ ィ
ー

ル ドリス トか ら項 目を行 フ ィ
ー

ル ドや
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ー

ル ドリ

ス トから列 フ ィ
ー
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ドラ ッグする

化作業 は 可 能 で あ る が ，筆者 は 集計作業 ま で を ピ ボ ッ ト

テ
ーブル で 行 い ，そ の 後 は 集 計 結 果 を別 の ワ

ーク シ
ートヘ

コ ピーし た 上 で グラ フ ウ ィ ザードを用 い て 行 っ て い る。

懸
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一 下
　 　 　 　 1

暉 ヨt・m 』
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出願 人 を．フ ィール ドリ

ス トか ら行フ ィ
ー

ル ドヘ

ドラ ッグする

3．6 バ ブル チ ャ
ートの 作 り方

　 グ ラ フ 化 作業 に つ い て は H 々 の 業務 で 習 熟 され て い る 方

も多い と思 うの で ，本稿 で は パ テ ン トマ ッ プ の 中で も 非常

に 人気 が 高 い バ ブ ル チ ャ
ー トの 作成方法 に つ い て 紹介す

る 。
バ ブ ル チ ャ

ー
トは 人 気 が 高い の に もか か わ らず 作成す

る の が 難 し い グ ラ フ で ある。こ の 難 し さは バ ブル チ ャ
ー

ト

を作成す る 際の グ ラ フ デ
ータ 形式 に起因 して い る と筆者は

考えて い る。本 稿 で ，ぜ ひ と もバ ブル チ ャ
ー

トの 作成方法

を習得 して い た だ きた い。

1灣箔

騒欝
塀一 ”

1
・・t・”’

購
醜 一

行 フ ィ
ー

ル ドが 出願人

となる

↓

岸
轍 艶　 騨 鱗

　尸

　 　 　 　 燭 Eヌ
▼

鞭 靆　 　 難 鞭

黼囁
臨 請

’
」一一 鵬．縞 凵物　　　　　．
Tナ　　こ醇／倉ア〃芝漁／チニワ《κア　．写恥ξ

」騨罫1
起綸 　壟

齢　　　　  　 」出歴瑳
…

肥震 1　　　　 篝

　 　 　 　 製亨甑　囁
　  冨翫舮府ト毒　豊葛李なウ

　　一一一．
匝 調 鬥四龠

1鶴　 　
W
　
1

凪 洫一 ＿ …
L蝋
　 　 　 　 　 　 　 　↓

龍一
榊 郷

欝
iLO
，麾 こ．

公 開番号を、フィ
ー

ル F

リス トか らデータエ リア

ヘドラ ツ グ

簽
fi　　 T ・／う ，　　・

↓ ’tel
　 F　

’eva　　ビ　 　
w

　　　鸚羨難
轟

腰…

　　　1函1鋳

デ
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する（または フ ィ
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示されます

図 7 　ピ ボ ッ トテーブ ル の 操 作例 （Excel2003）

列 フ ィ
ー

ル ド，デ
ー

タエ リア に ドラ ッ グ す るだ けで ク ロ ス

集計結果 が 表 示 され る 。ドラ ッ グす る とす ぐに集計結果 が

確 認 で き る こ とか ら，ピ ボ ッ トテーブル が
“
対 話 型

”

テー

ブ ル と呼 ば れ て い る所以で あ る。

　あ とは こ の ピ ボ ッ トテ
ーブル で 集計 した 結果 を グラ フ 化

す る作業 に 移 る。ピ ボ ッ トグラ フ を 利用す る こ とで グ ラ フ

　　　鼻　囁　　　　　　　　　　　　　　　　琳
ヂ　x軸

一
内

　　　　　　　　　　　　 

　　　　“
 

ゼ輪 ，
堀
噸

、ど　　　　　　　　・ 　　　　虫

場
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【X軸 ・Y軸 の 例 1
層 X軸一

出願 人
一

1：A社

2： B 社

■ Y軸 一分 析 項 目
一

1：分 析 項 目1

2：分析項 目2

3’分析 項 目3

図 8 バ ブル チ ャ
ー

トの グ ラフ デ
ー

タ形式

　 バ ブ ル チ ャ
ートの グラ フ データ は 図 8 に示 す よ うに ，

X

軸 の デ
ー

タ 列，Y 軸 の データ列，バ ブル サ イ ズ とな る Z 軸

の データ列 の 3 列 で 構成 され て い る （別 の データ形 式 も あ

る が 本稿で は 省略す る）。3D 縦棒グ ラ フ の 場合，例 え ば
，

出願人 ×分析項 目の マ トリッ クス デ
ー

タを選択す る こ とで

3D 縦棒 グ ラ フ を作成する こ と が で き る が，バ ブル チ ャ
ー

トで は 文 字データ が グラ フ 作成データ範囲 に含ま れ て い る

と作成 で きない 。そ の ため，図 8 の 例 で 示 した よ うに X 軸

の 1 は A 社，2 は B 社 と い うよ うに数字 に 置 き換え る。同

様 に Y 軸も分析項 目 1は 1，分析項 目 2 は 2の よ うに数値

に 置き換え る。図 8 に示す ように，（1，1，10） は A 社 の

分析項 目 1 の 件数 が 10 件，ま た （1，2，50） は A 社 の 分

析項 目 2 の 件数が 50 件 で あ る こ とを示 して い る。バ ブ ル

チ ャ
ー

ト作成 の 際は ，基 に な る デ
ータ を図 8 の よ うな形 式

に整 理 す る 必 要 が あ る。こ の バ ブル チ ャ
ー

ト特有 の デ
ー

タ

形式を理解 して い ない と，バ ブ ル チ ャ
ートを作成す る こ と

が で きな い。
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ー
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図 9　バ ブ ル チ ャ
ー

トの 作成 1 （Excel2003 ）

酵蠶蠶
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グラフウィ ザード〔3f4）
で ．刄 数埴軸に

’．
出願

人
1．、Y1数値軸 に

．’
分 析

項 目
」．
と記入 します

　 実 際 にバ ブ ル チ ャ
ー

トを作成す る流れ を 図 9〜10 に 示 す

（す で にデータ形 式 は X 軸，Y 軸，　 Z 軸 の データ列 に整 理

して あ る ）。デ
ー

タ を 選 択 して グ ラ フ ウ ィ ザ
ー

ドを 起動 し

て ，グ ラ フ の 種類か らバ ブ ル を選 択す る。ウ ィ ザ
ー

ドの 指

示 に 従 っ て い く とバ ブル チ ャ
ートが 完成 す る。しか し，完

成 した バ ブル チ ャ
ートの X 軸，Y 軸 は数 値 とな っ て い な い

た め ，X 軸，　 Y 軸の 目盛 を削除 して ，テ キ ス トボ ッ ク ス で

X 軸，Y 軸 の 項 目 を追 加 す る。ま た バ ブ ル を ク リ ッ ク し て

出願人 ご と にバ ブル の 色 を変更 し，データ系 列 の 書式設定

か らデ
ー

タ ラベ ル の バ ブ ル サイ ズ に チ ェ ッ ク す る こ とで バ

ブ ル サイ ズ （件数） を表 示 させ る。こ の よ うに 整 理 す る こ

とで 最終的なバ ブ ル チ ャ
ートが 完成す る。

4、パ テ ン トマ ッ プの ビジ ュ ア ル 表現

バ ブル チャ
ー

トが完 成

しました

　Excel2003 ま で の ビ ジ ュ ア ル 表 現 （デ フ ォ ル トの グラ フ

の 色 使 い 等） は 不 十分 で あ っ た が，Excel2007 以降 は 洗練

され た もの に な っ て き て い る 。 しか し，2010年 に 入 っ た 今

現在 で も Excel2003 を 利用 し て い る 方 が 多い （筆者 も

Exce12007 への 移行 が な か な か 進 ま な い 1 人 で あ る ）。そ

こ で パ テ ン トマ ッ プ の ビ ジ ュ アル 表 現 に つ い て も触 れ て お

き た い 。

　人間 は 情報 の 約 80％ を視覚か ら得 て い る と言 わ れ て い

る、い く ら 良い 特 許 分 析 を行 っ て パ テ ン トマ ッ プ を作 成 し

て も，パ テ ン トマ ッ プ の ビ ジ ュ ア ル 表 現 が 不 十 分で あっ た

場合，受け手 に 与 え る印象 は 良くな い。仮 に 高級料亭へ行

き，大 問 の 高級マ グ ロ が紙 」皿 に 載 っ て 出 て きた ら失 望 す る。

廿th環ヨ3

爨一

汀斫項『」

　 　 　 　 　 ↓

　 　 　 　 ，t：，tナ舮ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 バブ ル チ ャ

ー
トを整 理

　 します

　 　 X 軸、Y 軸にテキス

　 　 トポ ッ クスで項 目名

　 　 〔A 社、分析項目 1

　 　 など｝を追加

　 　 出願 人ごとにバ ブ

　 　 ル の 色を変更

　 ・　バ ブル サ イズに 件

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 数）を追加

　　　　　　出願人

図 10　バ ブ ル チ ャ
ー

↑・の 作成 2 （Exce工2003 ）

大間の 高級 マ グ ロ だ か ら，お い し い と分 か っ て い て も見た

目が 悪 い か ら で あ る。

　 パ テ ン トマ ッ プ に も 同 じこ とが 言 え る。受 け 手 に と っ て

理 解 し に くい グ ラ フ 種類 の 選 択，グ ラ フ の 色使 い ，見難 い

フ ォ ン トサ イ ズ な ど はマ イ ナ ス 要 素 と な る。

　 こ の ビ ジ ュ ア ル 表 現 に つ い て詳 しく学 び た い 方 は，外資

系 コ ン サ ル テ ィ ン グ フ ァ
ー

ム の マ ッ キ ン ゼー
で ビ ジ ュ ア

ル ・コ ミ ュニ ケ
ー

シ ョ ン ・デ ィ レ ク タ
ー

で あっ た ジー
ン ・

ゼ ラズ ニ
ー氏 の 著書

16）を薦め た い 。

5．おわ りに

　本稿 で は Excelを使 っ た パ テ ン トマ ッ プ作成方 法，特 に

ピ ボ ッ トテ
ーブ ル に よ る 特許 リス トか らク ロ ス 集計結 果 を

得 るた め の 操作 方 法 につ い て 概要を 述 べ た。紙面 の 関係 で

ト分説 明 で き なか っ た 点に つ い て は ご容赦 い た だ き た い 。

よ り詳細 に つ い て 学び た い 方 は 拙著 17）や ピボ ッ トテ
ーブル

に 関す る 書籍
18）等 を 参 照 して い た だ き た い 。

　筆者 が Exce1に よ るパ テ ン トマ ッ プ作 成 セ ミナ ー講 師 を

務 め る よ うに なっ て 早 4 年 が 経過 し，累積 で約 300 名 の 方

に 受講 して い た だ い て い る。毎年 セ ミナ ー
の 機会 を い た だ

い て い るが，毎 年 受 講 者数 が 減 らな い とい うの は なぜ か ，

常に 疑問 を感 じ て い る。「は じ め に 」 で も述べ た とお り，市

販 の 作成 ソ フ トで は 充足 で き な い ニ
ーズ が ま だ ま だ ある と

い うの が筆者 の 見解で あ る。今 回 特集号 へ 寄稿 させ て い た

だ い た こ と で ，少 し で も読者 の 方々 の 業務 効 率 化 や 研 究 開
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発戦略 ・特 許出願 戦略策 定 に 役 立 て て い た だ けれ ば望 外 の

喜 び で あ る。

　 最 後 に，本 稿 で は Exce1 と い うツ
ー

ル の 使 い 方 に 焦 点 を

あ て て 解説 した が，Excel や 市販 の 作成 ソ フ トを 問わ ず，
パ テ ン トマ ッ プ 作 成 ソ フ トの 使 い 方 を 覚 え る が 重 要 な の で

は な く，目的 に 応 じ て ど の よ うなパ テ ン トマ ッ プ を 作 成す

る こ と で 有 用 な メ ッ セ ージ を 導 き 出 す こ とが で き る の か，

そ の 考 え方 を 習得す る こ とが 最も重 要で あ る 点 を強 調 し て

お く。
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Special　feature： Patent　information：Analysis　and 　effective 　utilization ．　How 　to　visualize 　a　patent　infbrmation

using 　MS 　Exce1．　Atsushi　 NOZAKI （IP　Research　Institute，　 NGB 　 Corporation，　Toranomon 　 East　 Bldg，7−13

Nishi−Shimbashi 　1−chome ，　Minato
−ku，　Tokyo　105 −8408 　JAPAN ）

Abstract：Patent　map 　is　visualizing 　patent 　infbrmation　through 　searching ，　classif 夕ing，　 analyzing 　process，
　and

it’s　an 　indispensable　too1丘）r　R ＆ Dstrategy　and 　patent 　strategy 　planning ．　Now 　many 　commercial 　patent　map

generating　software 　including　8tatistical 　approach 　and 　text　mining 　approach 　are 　sold ，　however　it’s　possible 　f｛）r

us 　to　generate　patent　map 　using 　MS 　Excel　already 　installed　on 　the　computeL 　This　article 　describes　the

fbllowing　three　points ；1，0verview　Qf 　Pivot　table　which 　is　cross 　tabulation 負mction 　of 　MS 　Exce1，
2．　How 　to

generate　bubble　chart 　which 　is　difficult　to　make ，3，　Graph　visualization 　of 　patent　map 　are 　described．

Keywords：MS 　Excel！Pivot　table！patent　mapping ！patent　analysis ／statistics 　analysis ／bubble　chart 〆graph
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